







































Mit dem Glauben an Entwicklung, an eine Generation der Schaffenden wie der
Genießenden, rufen wir alle Jugend zusammen und als Jugend, die die Zukunft trägt, wollen
wir uns Arm- und Lebensfreiheit verschaffen gegenüber den wohlangesessenen älteren














































































































































































































































































































































(  2) Ernst Ludwig Kirchner:Programm der »Brücke«. 1906. In: Expressionismus.
Manifeste und Dokumente zur duetschen Literatur 1910-1920, hrsg. von Thomas Anz und
Michael Stark, J.B.Metzler, Stuttgart, 1982, S.6.
なお、この宣言文は、キルヒナーが考案し、木彫して、《ブリュッケ》のパンフレ
ットに発表したものである。





ほどの意味」だと話したと言う（Hans Kinkel: Aus einem Gespräch mit Erich Heckel.
In: Das Kunstwerk, VII, Baden-Baden, 1958, H3, S.24）。このことも《ブリュッケ》に
おいては特定の技法や様式が想定されていなかったことを示している。
(  4) ホルスト・イェーナーHorst Jähnerは、当時のドレスデンは「中心部の立派な
屋敷とそこから遠く離れた周辺部の住居群に見られるような、二つに分裂した雰
囲気がその日常を支配して」おり、キルヒナーらが意識的に立派な屋敷のあるブ
ルジョワの居住地区を避けたことを指摘している (Jähner: Künstlergruppe Brücke.
Henschel, Berlin, 1984. S.13)。
(  5) Wolf-Dieter Dube : The expressionists and expressionism. translated by James
Emmons, Skira, Geneva, 1983, p.18.
(  6) ただし、1911年にはペヒシュタインは参加していない。また、シュミット=ロ
ットルフはモーリッツブルク湖には行かず、ダンガストに滞在し、そこでヘッケ
ル、ペヒシュタインと合流することもあった。







外の世界に向けられていることが指摘できる (Vgl. Der Blaue Reiter. hrsg. von
Wassily Kandinsky［u.］Franz Marc, R.Ppper, München, 1976, Reprint of the 1912 ed.）。
(  8) 神林恒道編『ドイツ表現主義の世界』岩波書店、1994年、p.66.





















(14) Detlev J.K. Peukert: « Mit uns zieht die neue Zeit…» Jugend zwischen Disziplinierung
und Revolte. In: Jahrhundertwende. Der Aufbruch in die Moderne 1880-1930, hrsg.von
































































(28) Dietmar Elger: Expressionismus. B.Taxchen, Köln, 1988, s.28.
ヴァンダーフォーゲルが1901年の正式な組織結成以降、ドイツ各地に広まってい
ったことについてはすでに言及したが、こうした動きを《ブリュッケ》が知らな
かったはずはない。《ブリュッケ》が南国の芸術だけではなく、ヴァンダーフォー
ゲルの活動を参考した可能性も否定できないだろう。
(29) また、この運動の衰退の要因のひとつとして、運動の中心的存在であった
『デア・シュトゥルム』の左傾が指摘されることがあるが、発行人であるヘアヴァ
ルト・ヴァルデンHerwarth Walden（1878-1941?）が共産主義に共感していたこと
は確かだが、雑誌が左翼雑誌となっていたのかという点については疑問が残る。
(30) なお、「ブント」Bundは「同盟」を意味する語で、この言葉自体はヴァンダー
フォーゲル時代も使用されていた。具体的には、最小のグループ単位は「グルッ
ペ（グループ）」または「ホルデ（群れ）」と呼ばれ、同じ都市に二つ以上グルー
プが存在する場合、それらは「オルト（地区グループ）」に統合され、さらに一地
方のグループやオルトを「ガウ（地方支部）」がまとめ、その上に「ブント」があ
った。しかし、ヴァンダーフォーゲルの場合、これは形式的なもので強い統制力
をもった全国組織ではなかった。
(31) 岩村行雄『ワイマール文化』平井正ほか共著、有斐閣、1987年、p.160. 岩村
はまたこうした状況を「〈共和主義者のいない共和国〉がワイマール共和国の実態
であった」（前掲書、p.165）と述べている。
(32) ラカー、前掲書、p.263-264.
(33) こうした未来へのヴィジョンの欠如が、彼らを第一次大戦の勃発に熱狂させ
たのではないか。『デア・シュトゥルム』で評価されていたイタリア未来派が、あ
る種の「暴力的な力」によって新しい芸術を生み出そうとしたように、戦争とい
う暴力が浄罪の役目を果たし、新しい世界が具体的に見えてくることを彼らは望
んだのだろう。
(34) なお、「自由ドイツ青年」は左傾し、それに対抗する右派組織「青年ドイツ・
ブント」が1919年に創設されている。「ブント」の時代になっても青年運動は、分
裂と統合を繰り返している。
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変革への意志と揺れるヴィジョン
